
【GOAL】

育成する
人 材 像

石
川
県
教
育
委
員
会

高大接続プログラムオンライン・対面セミナー座談会
高大接続プログラム修了生へ特別入試出願資格の付与

特別入試「石川県みらい創生枠」
による入学

・「能登地区教員枠」検討
・教員採用後の状況調査
・「みらい創生教育コンテンツ」の
             能登の高校生への周知

・入試システム構築
・授業科目の充実
・コーディネーターの
配置

申請大学名：金沢大学

附属小学校の複式学級を
活用した教育実習の実施

能登地区の実習先の紹介・調整

「金沢大学推薦枠」を
活用した教員採用

石川県教員総合研修
センターによる
講義や研修の提供

教職大学院で学び続ける支援

教員採用後
の状況収集
と本事業へ
の協力依頼

様式３

幼小中高・特支の附属5校園を有効に活
用し、過疎地域に適した校種間の連携

高校生の先取り履修科目として利用

卒業者へのフォローアップ研修

【波及効果】
能登は、震災によって
過疎化の課題が顕在
化した半島である
本事業がふるさと
で“生きる”力を
育む教員養成
モデルになる

取組名：「石川県みらい創生枠」における能登で“生きる”力を育む教員養成

子どもと教員
自身への心の
ケアができるか

学校の小規模化に
伴う教育資源の減少に

どう対応できるか

令和７年度
より先行実施
現教員のリスキ
リングにも活用

他者とつながることで、災害時のリスクにしなやかに対処し、過疎による限られた教育資源
を最大限活用して児童生徒が能登で“生きる”力を育み、地域のみらい創生に寄与できる教員

石川県「いしかわ師範塾」
による高校生向けオープン
スクールでの広報活動

石川県内の高校への本事業のPR活動
日本の
みらいに
先行する
複合課題
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